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物忘れ物忘れが
多いと感じる
事が増えた。

入院時に

成年後見制度成年後見制度
をすすめられたが
制度のことがよく
わからない。

ひとり暮らしの
親の家に見かけない人
が出入りしていると聞き
帰省すると、新品の浄水
器が複数個置いてあった。
だまされているのではだまされているのでは

ないかと心配。
毎日のお金お金
のの管理管理がうまく
できない。

自分に何かあった
ときに、障がいのあ

る子どもの生活子どもの生活
が心配。

抱えていませんか？
こんな不安

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
権
利

擁
護
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談

窓
口
と
し
て
、
丹
波
市
権
利
擁

護
支
援
セ
ン
タ
ー
「
よ
り
そ
い
」

を
４
月
１
日
に
開
設
し
ま
し

た
。

　

認
知
症
や
障
が
い
な
ど
の
理

由
で
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を

う
ま
く
伝
え
ら
れ
ず
不
安
が
大

き
く
な
っ
た
り
、
困
り
ご
と
が

解
決
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。「
よ
り
そ
い
」
は
、
本
人
の

思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
不

安
の
解
消
や
困
り
ご
と
の
解
決

に
向
け
て
い
っ
し
ょ
に
考
え
て

い
き
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
、
相

談
は
無
料
で
す
。
ひ
と
り
で
抱

え
込
ま
ず
に
、
ま
ず
は
専
門
員

に
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
福
祉
と
法
律
の
専
門

家
に
よ
る
「
権
利
擁
護
相
談
会
」

や
、
市
民
が
成
年
後
見
人
と
し

て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
学
ぶ

福祉サービス
を利用したいけど
手続き手続きがわか
らない。

丹波市権利擁護支援センター「よりそい」

サ
ー
ビ
ス
事
業
所

高齢者に関すること
西部地域包括支援センター
南部地域包括支援センター
東部地域包括支援センター

障がい者に関すること
障がい者基幹相談支援センター
相談支援事業所（委託２ヵ所）

　

相 
談

連 

携

丹波市権利擁護支援センター「よりそい」にご相談ください

　　相  談

本人（家族）

丹
波
市
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
「
よ
り
そ
い
」
を
開
設

心
配
ご
と
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い

愛称は「よりそい」
「心配や不安な時、相談者

の気持ちを大切に、同じ方
向を向いて寄り添った支援
を行う」という思いが込め
られています。

そんなときは…

高齢者・障がい者

問
フリーダイヤル　0120‐686‐1110120‐686‐111
社会福祉課 (本庁第２庁舎 )　☎８８－５２７２

支 

援

支援
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物忘れや障がいがあっても大丈夫。
だれもが安心して生活できるよう
相談や支援を行います。

支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　　
「
よ
り
そ
い
」
の
開
設
に
先

立
ち
、
ハ
ー
ト
フ
ル
か
す
が
で

開
催
し
た
「
権
利
擁
護
支
援
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
同
セ
ン
タ

ー
設
立
準
備
委
員
会
の
上
田
晴は

る

男お

委
員
長
が
、「
誰
も
が
自
分

ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
に
つ
い
て

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

参
加
者
ら
は
、「
支
援
す
る
側

の
も
の
さ
し
を
押
し
付
け
て
い

な
い
か
を
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
話
す
な
ど
、
相
談
者

本
人
と
同
じ
目
線
に
立
つ
こ
と

や
、
本
人
の
思
い
や
意
思
を
尊

重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認

識
す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

（左から）　　　　　　　  
菅村友佳社会福祉士（介護保険課）　
荻野悦代社会福祉士（障がい福祉課）　
橋本秀明社会福祉士（社会福祉課）
足立博紀社会福祉士（社会福祉課）   
荻野幸紀社会福祉士（介護保険課）　

私たち専門員がが
一人ひとりによりそってよりそって
いっしょに考えますます

日常生活の
不安や財産、虐待被害、
消費者問題などお気軽に
ご相談ください。

認知症高齢者や知的障がい、精神障
がいのある方たちの総合相談窓口と
して、社会福祉課、介護保険課、障
がい福祉課の３課がサービス事業所
などの関係機関と連携し、サポート
します。

「
市
民
後
見
人
養
成
講
座
」
な

ど
も
開
催
し
ま
す
。

心によりそうことの大切さを伝える上田
委員長（写真右）

権利擁護支援推進協議
会委員を募集します

権利擁護に関する課題や成
年後見制度の利用促進に向
けて、関係機関との連携体
制を強化し、権利擁護支援
の充実を図るため、学識経
験者・支援関係者・市民で
構成する「丹波市権利擁護
支援推進協議会」を設置し、
市民の皆さんの意見を反映
させるため、公募委員を募
集します。
■定員 / ２人以内
■応募資格 / 次の①～④す
べてに該当する人
①市内在住・在勤②高齢者
や障がい者の権利擁護支援
について関心を持っている
③平日昼間の会議に年２回
程度参加できる④丹波市議
会議員または丹波市役所職
員でない
■任期 / 委嘱の日から３年
間
■報奨金 / 日額 7,000 円
※半日 3,500 円
■応募方法 / 市のホームペ
ージまたは市役所・各支所
に設置の応募用紙に、「高
齢者や障がい者が、自分ら
しく普通の暮らしができる
地域づくりにおいて必要な
こと」をテーマとした 800
字程度の作文を添えて社会
福祉課へ提出
■応募締切 / ６月７日（金）
正午必着
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